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農業機械大展示会即売会を開催します
　大型農業機械から小型農機具を多数展示する他、数量限定の特売
コーナーもお見逃しなく。関連メーカー１５社が展示し、皆さまの
ご来場を心よりお待ちしています。

午前９時～午後３時３０分
ＪＡ一関農機センター特設会場

（一関市中里字神明 156-1　☎ 23-4204）

令和６年３月２１日（木）、２２日（金）◎

◎ ＪＡ共同購入コンバイン誕生、お楽しみ
抽選会、数量限定農機特価品コーナー、
草刈機キャンペーン、ＪＡでんき・ガス器具展示コーナー、生産資材展示
コーナーなど盛りだくさんの内容です。

お問い合わせ　ＪＡ各農機センター お問い合わせ　ＪＡ各購買店舗窓口

健康管理ができ創造性と行動力に富み、地域農業の振興に興味と意欲あふれる方の応募をお待ちしております。

１．職種および募集人員
　　農協業務全般（一般事務・営農指導・農業機械技術等）　若干名

２．応募資格
　　高校卒業以上の方で、平成 5 年 4 月 2 日以降に生まれた方、または専門学校、短大、大学を

　　令和 7 年 3 月に卒業見込みの方。

３．応募受付期間

　　令和６年４月１日（月）〜４月１２日（金）   必着

４．応募書類の提出先
　　〒 021-0027　岩手県一関市竹山町 7-1

　　いわて平泉農業協同組合　総務部　人事教育課

　　※郵送の場合は書留、持ち込みの場合は土、日、祝日の受け付けはいたしません。

５．選考方法
　⑴ 書類選考

　⑵ 一次試験（学科・適性・論文）

　　① 試験日時	 令和６年４月２７日（土）
　　　 	 受付　午前８時３０分から８時４５分
　　　 	 試験　午前９時から

　　② 試験会場	 いわて平泉農業協同組合　本店　3 階会議室　 （岩手県一関市竹山町 7-1）

　⑶ 二次試験（口述）

※募集要項および応募書類は、人事教育課にございます。
　また、ホームページからも取得できます。

令和７年度採用ＪＡ職員募集のお知らせ

お問い合わせ	 ＪＡ人事教育課　☎０１９１－３４－５７６７　　ＦＡＸ ０１９１－２１－０２４２
	 ＪＡいわて平泉ホームページＵＲＬ　　  https://ja-iwatehiraizumi.or.jp/

農家の皆さま応援キャンペーン
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ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

第１３回　２月１９日開催
▶役員賠償責任保険の締結　▶子会社（株）だいず工房に係る「2024 年度事業計画及
び予算」の承認　▶実務精通役員候補者の具体的人数の決定　▶青年役員候補者の具
体的人数の決定　▶差押出資持分権に係る一部払い戻し請求の承認

不 祥 事 発 生の 報 告 について（ おわび）

　日頃からＪＡ事業につきましては格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年 10 月、当組合営農経済センター職員による農協役職員の親睦を目的とする口座から
不適切な会計支出（30,000 円）の事案が発覚しました。当組合において追加調査を実施したところ、
令和 2 年水稲育苗センター実績検討会参加者負担金の一部着服（31,770 円）および令和 3 年水稲
育苗センター装置修理に係る不正請求（65,000 円）が確認されました。
　なお、記載されています実被害額については、当該職員によりその全額の弁済を受けております。
　現在、不祥事再発防止策の取り組み中でありながら、新たに発生した不祥事と認識しており、関
係者の方々をはじめ組合員ならびに利用者の皆さまには多大なご迷惑とご心配をおかけすること
になり、衷心よりおわび申し上げます。
　つきましては、不祥事再発防止策の見直しを行い、組合員をはじめ利用者の皆さまからの信頼
回復に向けて、内部管理体制のより一層の強化を図り誠心誠意事業に取り組んでまいりますので、
今後ともご支援ご協力をお願い申し上げます。

【２月２９日付】　退職

三浦 陽子　（花泉支店）

岩渕 連平　（大東営農経済センター）

職員の動き（カッコは前所属部署）

第１４回　２月２８日開催
▶令和５年度上期末監事監査＜改善を要する事項＞再回答　▶不祥事再発防止策に係る進捗状況　▶内部管理システム基本方針に基づ
く金融商品取引法の遵守徹底に係る個人情報保護取扱規程の一部変更　▶令和５年度事業報告（文言編）並びに令和６年度事業計画（文
言・数値）　▶令和６年度固定資産取得計画　▶固定資産減損会計方針の設定、減損グルーピングの設定　▶令和６年度機構改革　▶令
和６年度借入金の最高限度額の決定　▶令和６年度貸付金利率の最高限度の決定　▶令和６年度余裕金運用方針　▶藤沢土地改良区へ
の大口貸出取引　▶「組合員・利用者本位の業務運営」に係る取組方針の策定　▶穀類乾燥調製施設（平泉ライスセンター）の廃止　
▶カントリーエレベーター・ライスセンター利用料の見直し　▶購買業務規程（5-5-1）の一部変更（要領、基準の新設の報告）

令和６年山火事防止運動の標語  「 忘れない　山の恵みと　火の始末 」
３月１日（金）～５月３１日（金）　山火事防止運動月間

お問い合わせ　一関農林振興センター　林業振興課（担当：吉崎）　☎２６－１８９３

この件に関するお問い合わせ先　ＪＡリスク管理室　☎２３－２０３７

　春は野山が乾燥し、風の強い日も多
いため、山火事の起こりやすい季節です。
　山火事の多くが、ちょっとした火の取
り扱いの不注意から発生しています。
　山火事防止は皆さん一人一人の小さな
心掛けから始まります。
　次のことに注意して、山の緑を火災
から守りましょう。

皆さまのご協力をお願いします。

ア　強風時および乾燥時には、たき火、野焼き、火入れをしないこと
イ　燃え広がりやすい枯れ草等のある場所では、たき火、野焼きをしないこと
ウ　たき火や野焼きの場所を離れる時は、完全に消火すること
エ　たき火や野焼きは一人で行わず、水など消火の備えをすること
オ　たき火、野焼き、火入れをする時は、消防署に届け出ること
カ　火入れを行う際は、市町村長の許可を必ず得ること
キ　森林の周囲１㌔の範囲内での「寄せ焼き」や「筋焼き」による
　　野焼きは、火入れとみなされること
ク　たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消し、投げ捨てないこと
ケ　火遊びはしないこと

組合員・利用者の皆さまへ

いわて平泉農業協同組合
代表理事組合長　佐 藤  鉱 一
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